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７．本調査区８（第 104 ～ 108 図・第 69 ～ 71 表）

　本調査区８は周知の遺跡範囲内で、日辺排水路の東西に跨って設定した調査区で

ある。平成 28 年度に試掘調査を行った試掘調査区５南端部で、南側へ落ち込む流

路（SR2 自然流路跡）の北肩を確認したため、延長部分の状況確認を主な目的とし

て南北約 30m に渡って調査を実施した。現地表面の標高は約 3.0 ～ 3.1m 前後であ

る。調査区の中央は日辺排水路によって南北方向に削平され、確認面は 2.1m 前後

である。日辺排水路範囲外にあたる調査区西端と東端で観察される基本層Ⅹ層の標

高は約 2.6 ～ 2.7m である。調査の結果、調査区北西から南東にかけて延びる溝跡 1条 (SD22)、自然流路跡 1条 (SR13)

が確認された。断面観察の結果、SD22 は 1 時期、SR13 は２時期にわたると考えられる。

【SD22 溝跡】

　調査区北西から南東にかけて直線的に延びる溝跡で、検出幅約 2.0 ｍ検出長は約 10 ｍ、壁断面で観察された深さ

は約 1.0 ｍである。検出範囲の大半が日辺排水路の開削の際に削平を受けており遺構堆積層の上部は確認できなかっ

たが、SR13 自然流路跡の堆積層が遺構上部を覆っている状況が確認された。遺物は出土していない。

【SR13 自然流路跡】

　SR13 では西壁断面付近の２層上面で礫敷き範囲を確認し、この面を境として時期が別れると考えられる。礫敷き

範囲からは相馬焼の碗のほか、擂鉢、下駄などが出土した。

【SK13 土坑】

　東西 1.1m、南北 1.8m の弧状の平面形を持ち、底面は概ね平坦である。東側は日辺排水路により撹乱され、西側の

一部は調査区外へ延びる。SR13 と重複関係を持ち、SR13 より古い。検出状況から SR13 へと接続する溝状遺構の可能

性であった可能性も考えられるが詳細は不明である。遺物は出土していない。

第 103図	 本調査区８位置図 (1:8000）

図版番号 写真番号 登録番号 遺構・層位 種別 器種 部位 口径 底径 器高
地文 /
施文

外面調整 /
内面調整

備考

104- １ 39-6 I003
本 8/

SR13/2 層
上面

陶器 碗 - - 4.8 4.4 ロクロ・回転糸
切底 /灰釉

淡黄灰 /大堀相
馬 畳付き以外全面施釉

104- ２ 39-7 I004 本 8/
SR13/1 層 陶器 擂鉢 - - - 7.3 ロクロ・回転糸

切底 /鉄釉 暗褐 /不明在地 櫛目 6本か /2.5 ㎜幅

１ 2

　第 104 図は SR13 の礫敷き範囲から出土した近世陶器である。１は相馬焼の碗である。高台内まで施釉され、畳付

きのみ拭き取られている。２は擂鉢である。内面の口縁下位 3.5cm ほどの位置まで櫛目が施され、櫛目の端部はナデ

により概ね揃えている。

　第 107 図 1 は SR13 自然流路の堆積土内より出土した。安山岩の自然礫を石材とした礫石器で、上下端部に敲打痕

が累積して生じた平坦面が複数面観察される。一つの敲打痕の累積は比較的狭い範囲に集中しており、敲打の対象と

目的が広範囲に及ぶものではなかったことが推測される。敲打痕が累積する平坦面は、自然礫の端部稜上などに限定

的に見られることから、石器製作などに用いられたハンマーのような用途が考えられる。２・3 は基本層Ⅶ～Ⅷ層で

出土した。2 は安山岩の自然礫を石材とし、表面の左上半部にやや発達した磨面が、表裏中央部分にやや弱い敲打痕

の集中する部分が、それぞれ観察される。周縁部側面には弱い敲打痕が累積する部分が観察され、その結果として左

右両側は若干平坦な敲打面が形成されつつある。また、上端部には自然礫稜上の限定された範囲に集中的に敲打痕が

累積する状況も観察される。3 は節理の発達した凝灰岩質安山岩を石材としている。下端縁には二次加工痕が観察さ

第 68表	 本調査区８　出土遺物観察表　陶器

第 104図	 本調査区８出土遺物　陶器
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第 105図	 本調査区８　Ⅹ層上面平面図（1/120）・断面図（1/60）・SR13 礫敷き微細図 (1/60)
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遺構名 層位 土色 土性 備考

本調査

区８共

通

Ⅰ 2.5Y5/2 暗灰黄色 シルト質粘土 現代の耕作土、盛土

Ⅴ 2.5Y4/2 暗灰黄色 シルト 酸化鉄斑紋状に集積。

Ⅶ 2.5Y4/1 黄灰色 粘土質シルト 酸化鉄斑紋状に集積。

Ⅸ 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土 マンガン集積。

SD22

1 2.5Y6/1 黄灰色 粘土質シルト 酸化鉄が層全体に斑紋状に多く集積。

2 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土
10YR2/1 黒粘土質シルトをブロック状に含む。酸化鉄斑紋状に層全体に

集積。

SR13

1 7.5Y5/1 灰 粘土
7.5Y6/2 灰オリーブの粘土を層下部に大ブロック状に含む。酸化鉄が層

全体に斑紋状に多く集積。

2 7.5Y5/1 灰 粘土 7.5Y6/2 灰オリーブの粘土を層下部にやや多く含む。

3 2.5Y5/2 暗灰黄色 砂質シルト 10Y5/1 灰色のシルトを粒状に含む。

4 7.5Y5/1 灰 粘土 7.5Y6/2 灰オリーブの粘土を含む。グライ化。

5 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土 10YR2/1 黒粘土質シルトを含む。

SK13

1 10YR4/1 褐灰色 シルト質粘土
10YR4/3 にぶい黄褐色の粘土質シルトを小ブロック状に少量含む。酸化

鉄斑紋状に層全体に集積。

2 7.5Y5/ 灰 粘土 7.5Y6/2 灰オリーブの粘土を層下部にやや多く含む。

3 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土 10YR4/1 褐灰色のシルト質粘土をブロック状に含む。

SK14 1 10YR4/1 褐灰色 シルト質粘土
10YR4/3 にぶい黄褐色の粘土質シルトをブロック状に含む。酸化鉄斑紋

状。

第 107図	 本調査区８出土遺物　石器
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第69表	 本調査区８　土層注記表

第 106図	 本調査区８　断面図（1/60）
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図版番号 写真番号 登録番号 遺構・層位 器種
石材
/素材

長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

重量 (g) 備考

107- １ 50-3 K089 SR13 敲打具類 ハンマー 安山岩 8.2 4.1 2.9 153.5 端部に敲打痕が累積する狭い平坦面あり。

107- ２ 50-4 K090 Ⅶ～Ⅷ 敲打具類 磨・敲 安山岩 11.6 7.3 5.4 677.0 表裏面と側縁部に敲打痕と弱い磨面あり。

107- ３ 50-5 K091 Ⅶ～Ⅷ 打製石器 大形
板状石器

凝灰岩質
安山岩 12.5 6.7 2.0 195.0 表面の一部に半光沢面あり。

107- ４ 50-6 K092 石庖丁 成品破片 砂質片岩 （2.9） (2.4) (8.5) - 刃縁部破片。

図番号 写真番号 登録番号 種別 樹種 木取 遺構・出土層 全長 最大幅 最大厚 備考

108- １ 53-10 L020 下駄 サワラ 分割材
(偏半割 ) SR13 21.6 8.8 3.9

108- ２ 53-11 L021 部材片 ヒノキ 分割材 （10.5） 0.6 0.6

第 71表	 本調査区８　出土遺物観察表　木製品

れ、表面には剥離面に先行する弱い光沢面が部分的に観察される。裏面の下半部は節理面であり、上端部は折取りに

よって形状が整えられていたと考えられ、大型板状石器の破損品が素材として用いられた可能性が考えられる。4 は

石庖丁の成品破片である。下端縁に刃縁部が残存しているが、部分的な破片であるため全体形状は推測できない。また、

紐孔部も残っていない。　第 108 図 1 は SR13 で出土した連歯式の下駄である。鼻緒の孔は台部に対してほぼ垂直に、

横緒の孔は台部から歯部にかけてやや斜めに設けられている。　第 108 図 2 は上下両端部を欠損する不明部材片であ

る。横断面形はほぼ正方形状で、表面は削り加工が施されて滑らかに整えられている。

1
2

第 70表	 本調査区８　出土遺物観察表　石器

第 108図	 本調査区８出土遺物　木製品
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８．本調査区９（第 109 図・第 72 ～ 77 表）

　本調査区９は周知の遺跡範囲の北側にあたり、本調査区３・4 に概ね直行する形

で設定した南北方向に約55mの調査区である。調査区周辺の現地表面の標高は約2.7

～ 2.8m、基本層Ⅹ層の確認される標高は調査区最北部で約 2.5m 前後、そこからや

や下って調査区北側では約 2.3 ～ 2.4m、調査区南側では約 2.2 ～ 2.3m である。第

１次調査で確認されていた SR2 自然流路跡の北側延長部分は、本調査区では確認さ

れず、前述の本調査区４- ５で確認されているが、本調査区は南端部分に自然流路

北岸の自然堤防状の高まりが存在し、その北側にやや標高の下がった平坦な地形面が広がっていたものと考えられる。

また調査区の北端部付近では基本層Ⅹ層の確認上面標高がやや高くなってきていることから、調査範囲外北側には微

高地状の高まりが存在していた可能性も考えられる。

　調査区内で確認された基本層はⅠ～Ⅹ層に加えて a 層：灰白色火山灰層で、b 層：洪水堆積層の堆積は確認されて

いない。また水田耕作土層と考えられる基本層Ⅲ・Ⅴ層の残存状況が良好で、その耕作の影響によるものかⅣ・Ⅵ層

は断片化している様子が観察されている。また他の調査区に比べると基本層Ⅷ層の残存状況が良好な点も本調査区の

特徴の一つである。基本層Ⅹ層上部の堆積層の多くは層の下面が著しく起伏した基本層Ⅷ層であり、その所々で基本

層Ⅸ層が残されている様子が平面と断面で観察されている。基本層Ⅸ層は、弥生時代に到来した津波堆積物と考えら

れる粗粒砂～中粒砂を層中に多く混在しているⅨ b層と、ほぼ砂によって構成され層中に比較的多くの遺物を内包し

ているⅨ a層の、上下２層に細分される。遺物のほとんどは基本層Ⅸ層と、水田耕作に伴ってこれを層中に巻き上げ

たと考えられる基本層Ⅷ層中より出土しており、若干磨滅が顕著な弥生土器の小破片を中心に多くの遺物が確認され

ている。

　本調査区９では、溝跡３条（SD31・32・30）と土坑２基（SK01・02）、遺物の集中出土箇所１箇所（SX01）に加え

て２条の畦畔状の高まりを確認した。

　

【SK01 土坑】

　標高 2.3m 前後のⅩ層上面で検出した。長軸約 1.2m 短軸約 0.9m の長方形状で、確認面からの最大深度は約 0.2m で

ある。遺構内には粗粒砂を多く含んだ基本層Ⅸ b層が堆積しており多くの土器が出土したが、磨滅した小破片が多く

図化した遺物はない。

【SK02 土坑】

　標高 2.3m 前後のⅩ層上面で検出した。長軸約 1.1m 短軸約 0.8m の不整形状で、確認面からの最大深度は約 0.15m

である。遺構内には粗粒砂を多く含んだ基本層Ⅸ b層が堆積しており、弥生土器片と剥片・砕片などが出土した。

【SD30 溝跡】

　標高 2.3 ～ 2.4m の基本層Ⅵ層の下面、Ⅹ層上面で検出したが、調査区西壁断面の観察の結果、基本層Ⅶ層上面か

ら掘り込まれた遺構であることが判明した。検出長約 2.3m 検出上端幅約 2.0m、検出中端幅約 1.2m で、確認面から

の最大深度は約 0.5m の口が開いた U 字型の断面形を呈する。遺構の堆積土は３層である。層中からは非ロクロ土師

器小片が出土している。

【SD31 溝跡】

　標高 2.4m 前後の基本層Ⅵ層の下位、Ⅶ層上面で検出した。検出長約 3.0m 検出幅約 0.5m で、確認面からの最大深

度は約 0.2m の浅い皿状の断面形を呈する。遺構内の堆積土は１層である。弥生土器・非ロクロ土師器・石庖丁未成

品破片など９点の遺物が出土している。

【SD32 溝跡】

　標高 2.4m 前後の基本層Ⅵ層の下位、Ⅶ層上面で検出した。検出長約 2.4m 検出幅約 0.6m で、確認面からの最大深

度は約 0.15m の浅い皿状の断面形を呈する。調査区 9の南端部分で南西方向から北東方向に向けて直線的に確認され

た。遺構の堆積土は 1層である。層中からは弥生土器が出土している。

第 109図	 本調査区９位置図（1:8000）
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【SX01 性格不明遺構】

　標高2.2mの基本層Ⅷ層の下面、Ⅹ層上面で検出した。長軸2.1m短軸0.9mの不整楕円形状で、調査区外西側へ広がる。

確認面からの最大深度は約 0.3m である。遺構内の堆積土は２層で、基本層Ⅸ層と類似した土を基調として粗粒砂～

中粒砂を多く含む。遺構堆積土の上面は基本層Ⅷ層によって覆われている。

　遺構内からは弥生土器、剥片や砕片を始めとした小形の打製石器が出土している。

【Ⅴ層畦畔状遺構】

　調査区の北半部、標高 2.5 ～ 2.6m の基本層Ⅲ層中で確認した、基本層Ⅴ層が畦畔状に高まっている部分である。

検出長約2.8m、検出上端幅約0.5m、検出下端幅1.0mでほぼ東西方向に直線的に延びる。上端-下端間の比高差は約0.1m

である。壁断面で観察した周辺の堆積状況からは、基本層Ⅳ層が断片化あるいは削平されている様子が確認されてお

り、基本層Ⅲ・Ⅳ層を主な母材層とした水田跡に関係した水田畦畔であった可能性も考えられるが、水田跡の平面的

な確認ができなかったため詳細は不明である。

【Ⅵ層畦畔状遺構】

　調査区の南半部、標高約 2.5m 前後の基本層Ⅴ層上面で確認した、基本層Ⅵ層が疑似畦畔状に高まっている部分で

ある。検出長約 2.6m、検出上端幅約 0.25m、検出下端幅約 1.0m で直線的に延びる。上端 - 下端間の比高差は約 0.1m

である。壁断面で観察した周辺の堆積状況からは、基本層Ⅵ層が断片化あるいは削平されている様子が確認されてお

り、基本層Ⅴ層を主な母材層とした水田跡に関係した水田畦畔の可能性が考えられるが、水田跡の平面的な確認がで

きなかったため詳細は不明である。

【P1 ピット】

　調査区の南半部、標高 2.4m 前後のⅦ層上面で検出した。長短軸約 0.3m の不整円形を呈するピットで、確認面から

の最大深度は約 0.3m で、断面形は U 字型を呈する。堆積土は１層で、周辺から関連する他の遺構が確認されていな

いため、詳細な性格は不明である。遺物は出土していない。

遺構名 層位 土色 土性 備考

本調査

区９共

通

Ⅱ 10YR5/1 褐灰色 シルト質粘土 2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトを小ブロック状に少量含む。砂をやや多く含む。マンガン集積。

Ⅲ 10YR4/1 褐灰色 シルト質粘土 2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトをブロック状にやや多く含む。酸化鉄層状、マンガン粒状に集積。

Ⅳ 2.5Y5/2 黄灰色 シルト質粘土 10YR5/2( 褐灰色 )粘土質シルトをブロック状に含む。マンガン粒状に集積。

Ⅴ 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質粘土 2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトをブロック状に含む。マンガン粒状に集積。

Ⅵ 10YR3/2 黒褐色 シルト質粘土
2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトを小ブロック状に少量含む。層下位に灰白色シルトを小ブロック状または

粒状に含む箇所がある。

Ⅶ a 10YR4/2 灰黄褐色 シルト質粘土
2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトを小ブロック状に少量含む。Ⅵ層との境に灰白色シルトをブロック状にや

や多量、または層状に含む箇所がある。

Ⅶ b 10YR4/2 褐灰色 粘土質シルト 2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトを小ブロック状に少量含む。層中わずかに細粒砂を混在する。

Ⅷ 10YR3/1 黒褐色 シルト質粘土 2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトをブロック状に含む。マンガン粒状に集積。

Ⅸ 2.5Y4/2 暗灰黄色 粘土質シルト 全体的に砂をやや多く含み、層中に砂の薄層を挟む箇所がある。酸化鉄斑紋状、層全体に集積。

Ⅹ 2.5Y4/3 オリーブ褐色 粘土質シルト 酸化鉄斑紋状、層全体に集積。

SD31 1 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 10YR4/2 灰黄褐色の粘土質シルトをブロック状に含む。酸化鉄斑紋状に集積。

SD32 1 10YR2/1 黒色 粘土質シルト 10YR4/2 灰黄褐色の粘土質シルトをブロック状に含む。

SD30

1 2.5Y2/1 黒色 シルト質粘土 2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトを小ブロック状に少量含む。層下位に灰白色シルトを薄層状に含む。

2 2.5Y5.2 暗灰黄色 粘土質シルト 層中に細粒砂を若干混在する。白色シルトをブロック状に含む。

3 2.5Y4/1 黄灰色 粘土質シルト 層中に白色シルトをブロック状にわずかに含む。

SK01 1 7.5Y3/1 オリーブ黒色 粘土質シルト 全体的に砂をやや多く混在する。酸化鉄斑紋状、層全体に集積。

SK02 1 7.5Y3/1 オリーブ黒色 粘土質シルト 全体的に砂をやや多く混在する。酸化鉄斑紋状、層全体に集積。

SX01
1 10YR3/1 黒褐色 シルト質粘土 2.5Y4/1( 黄灰色 )粘土質シルトをブロック状に含む。マンガン粒状に集積。

2 2.5Y4/2 暗灰黄色 粘土質シルト 全体的に砂をやや多く混在する。酸化鉄斑紋状、層全体に集積。

第 72表	 本調査区９　土層注記表
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第 110 図　本調査区 9　平面図（1/120）・断面図 (1/60)
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本調査区９出土の弥生土器

　本調査区９では、砂を多く含むⅨ層の落ち込みが調査区の特に北側でやや広範囲に確認されたが、その範囲からや

や多くの弥生土器の破片が出土した。第 111 図の 1は弥生土器の壺の頸部から胴部にかけての破片である。頸部は直

立して立ち上がり、肩部が張っている。内外面ともにミガキ調整がされている。2 は甕口縁の破片である。地文には

植物茎回転文を施し、胴部上端に刺突文による列点を施す。

図版番号 写真番号 登録番号 遺構・層位 種別 器種 部位 口径 底径 器高
地文 /
施文

外面調整 /
内面調整

備考

111- １ 38-5 B084 本 9 壺 L5R

111- ２ 38-4 B085 本 9/SX1 弥生土器 甕 植物茎回転文 ナデ /ミガキか

本調査区９出土の石器

　本調査区は高田B遺跡第１次調査のSR3自然流路跡の北岸に位置する調査区で、出土遺物のうちの多くは基本層Ⅶ～Ⅹ層上

面の間で確認されている。本調査区の基本層Ⅸ層は、調査区遺構記載でも触れたように弥生時代の津波堆積物に由来すると考

えられる粗粒砂～中粒砂を層中に多く混在、あるいはほぼ純粋に砂のみのブロックに覆われている状況が確認されることから、

自然流路との大きな比高差を持たない比較的低平な平坦面上として人々の活動に利用されていた可能性が考えられる。

定形石器

小計

定形石器

小計

石皿類

小計

敲磨具類 他

小計 総計

石鏃 石錐 石匙
石庖

丁

磨製

石斧

大形

板状

石器

管玉 RF UF 砕片 石核 残核

石庖

丁

素材

大型

板状

石器

破片

調整

剥片

剥片 石皿 台石 砥石
球状

敲石

ハン

マー
磨 敲 複合

磨

・

敲

紡錘

車

流紋岩 4 2 6 2 1 25 1 1 2 20 52 58

黒色緻密質安山岩 1 1 1

鉄石英 1 1 1

玉髄 2 2 1 3 10 14 16

黒曜石 1 1 1 1 3 5 6

珪質頁岩 2 1 3 3

頁岩 1 1 2 2

硬質泥岩 1 1 1

珪質凝灰岩

凝灰岩 1 1 1 6 1 5 13 14

凝灰岩質安山岩 4 4 5 5 9

安山岩 4 1 5 5

多孔質安山岩

花崗岩

花崗閃緑岩

石英斑岩

砂岩

片岩類 3 3 16 1 1 18 21

緑色岩？

？

(空白 ) 1 1 1

総計 10 2 4 4 20 5 36 2 18 3 40 112 4 1 1 6 138

１
2

 1 : 3
0 10cm

第 73表	 本調査区９　出土遺物観察表　土器

第 74表	 本調査区９　出土石器組成表

第 111図	 本調査区９出土遺物　土器
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　調査区内には溝跡や土坑を始めとした複数の遺構が確認されていたが、石器の大半は遺構外の包含層より出土したものであ

り、遺構との直接的な関係性はあまり認めることはできない。出土遺物の器種組成をみると約８割を占めているのは比較的小

形の剥片類が卓越しており、石材組成では流紋岩が５割弱を占める。その一方で石器製作にかかわると考えられる小形のハン

マーや敲磨具類、石皿類の出土は少ない傾向が見て取れる。その中で石庖丁の素材剥片と考えられる、比較的薄手の片岩類の

剥片がややまとまって見られることに注目される。第112図～第114図に本調査区から出土した石器の内、12点を図示した。

　第112図１～2は SX2より出土した石鏃である。どちらも有茎式の石鏃で側縁はわずかに外湾するがほぼ直線的である。

1は薄手に調整が施されており、表裏両面には素材剥片の剥離面が部分的に残存する。石材は鉄石英である。2は全体的に

小形で茎部の作り出しも若干不明瞭である。石材は玉髄である。

　第113図1～3は包含層中より出土した石鏃である。いずれも有茎式の石鏃で、1・3は茎部からカエシ部分の発達はあま

り顕著ではなく、やや外湾する側縁を持つ。ともに裏面には素材剥片の主要剥離面を比較的大きく残しており、3の左側縁

は裏面側からのみ調整加工が施された結果、表面側は素材剥片の剥離面がそのまま残されている。そこからは、横長に近い

素材剥片を横位に用い、素材の縁辺を中心に二次加工を施すことによりあまり大きく剥片の厚みを減ずることなく成品を作り

出すような作業過程が想定される。4・5は石鏃の未成品である。4は尖端部から両側縁部にかけて比較的急斜な二次加工

が施されているが剥離があまり奥にまで到達しておらず、結果として全体形状の成形が進行していない。石材は頁岩である。5

は素材剥片の打面部側を基部側に設定し、主に両側縁を成形した状態の未成品で尖端部を欠損する。下端面には素材剥片

の打面がまだ大半残されており、表面に施された加工から判断すると凹基あるいは平基の石鏃を完成形として志向していたと

も考えられるが、高田遺跡 B遺跡出土の石鏃の大半が有茎である事を考えるとやや違和感が残る。6～8は石錐で、いずれ

も流紋岩を素材とする。6はつまみ部の作り出しが小さく横断面形が鋭利な四角形状の機能部を有する。7の最大厚は器体

のほぼ中央部付近にあり、機能部と把握部の境があまり明瞭ではない。機能部の横断面形はやや太めの菱形状を呈する。8

は機能部端を折損するが、身厚で素材の自然面を残した大きめのつまみ部を持つ。

　第114図１～3は紐孔部で折損した石庖丁の成品破片でいずれも片岩類を素材としている。1・2には入念な研磨成形が施

されており、研磨に先立つ剥片剥離や敲打による成形加工の痕跡はあまり観察されない。残された形状から1は背部が側縁

近くで屈曲する外湾刃半月形、２は背部が側縁近くで湾曲しており杏仁形を呈すると考えられる。3には紐孔部が2箇所観察

されるが、孔間の距離が短く2孔以上が設定されていた可能性も考えられる。背部側縁辺は本来の形状が残されていると考

えられるが、左側縁及び刃部縁辺は、破損後の二次加工によって直線的に成形されている。4は片岩類を素材とした石庖丁

の未成品である。1と同様の完成形を目指していたと考えられ、周縁部を中心に成形を目的とした剥離と敲打による成形が施

されている。紐孔部の設定はまだおこなわれていないが、刃縁の一部には粗い研磨加工が施され始めている。5の裏面には

敲打成形と見られる敲打痕が比較的広い範囲で観察される。最終的に目的としていた形状は、外湾刃半月形と考えられる。

　第114図 6は下端縁の一部に敲打痕の累積が観察される敲打具類で、凝灰岩質安山岩を素材としている。表面の一部に

は比較的顕著な光沢をもつ磨面が確認されるため、大型板状石器の破片を用いた転用品の可能性が考えられる。

図版番号 写真番号 登録番号 遺構・層位 器種
石材
/素材

長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

重量 (g) 備考

112- １ 51-1 K093 SX2 打製石器 石鏃 鉄石英 2.2 1.1 0.35 0.6 表裏両面の中央部分に素材剥片の剥離面を残す。

112- ２ 51-2 K094 SX2 打製石器 石鏃 玉髄 1.5 1.0 0.4 0.4 小形。

外形 ：0.20
稜線 ：0.133
ﾘﾝｸﾞ ：0.067
間隔 ：4 ㎜

外形 ：0.20
稜線 ：0.133
ﾘﾝｸﾞ ：0.067
間隔 ：4 ㎜

9 区
SX2

9 区
SX2 ２１

 1 : 1
0 2.5cm

第 75表	 本調査区９　出土遺物観察表　石器

第 112図	 本調査区９出土石器（１）
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図版番号 写真番号 登録番号 遺構・層位 器種
石材
/素材

長さ
(cm)

幅
(cm)

厚さ
(cm)

重量 (g) 備考

113- １ 51-3 K095 Ⅷ層 打製石器 石鏃 片岩類 2.4 1.0 0.5 1.0 裏面に素材剥片の主要剥離面を大きく残す。

113- ２ 51-4 K096 Ⅸ層 打製石器 石鏃 流紋岩 2.5 1.3 0.5 1.0

113- ３ 51-5 K097 Ⅸ層 打製石器 石鏃 黒色緻密
質安山岩 3.0 1.3 0.5 1.5 表裏両面に素材剥片の剥離面を大きく残す。

113- ４ 51-6 K098 Ⅷ～Ⅸ層 打製石器 石鏃
未成品 頁岩 4.5 2.3 1.0 9.8 裏面の二次加工はいまだ限定的。

113- ５ 51-7 K099 Ⅸ層 打製石器 石鏃
未成品 流紋岩 （2.7） 1.6 0.6 2.1 下端に素材剥片の打面を残す。

113- ６ 51-8 K100 打製石器 石錐 流紋岩 3.3 1.3 0.5 1.4 機能部の横断面形は菱形を呈する。

113- ７ K101 6-2 打製石器 石錐 流紋岩 3.2 1.1 0.7 1.9 最大厚を器体中央部分に持つ。

113- ８ 51-9 K102 Ⅸ層 打製石器 石錐 流紋岩 （3.1） 2.9 1.5 9.1 把握部に素材の主要剥離面と元礫面を残す。

外形 ：0.2
稜線 ：0.133
ﾘﾝｸﾞ ：0.067
間隔 ：4 ㎜

外形 ：0.20
稜線 ：0.133
ﾘﾝｸﾞ ：0.067
間隔 ：4 ㎜

外形 ：0.20
稜線 ：0.133
ﾘﾝｸﾞ ：0.067
間隔 ：4 ㎜

外形 ：0.20
稜線 ：0.133
ﾘﾝｸﾞ ：0.067
間隔 ：4 ㎜

外形 ：0.20
稜線 ：0.133
ﾘﾝｸﾞ ：0.067
間隔 ：4 ㎜

外形 ：0.20
稜線 ：0.133
ﾘﾝｸﾞ ：0.067
間隔 ：4 ㎜

9 区

9 区
6-2

9 区
Ⅸ層

9区
Ⅸ層

9区
Ⅷ ~Ⅸ層

9区
Ⅸ層

9区
Ⅸ層

9区
Ⅷ層

５４

３

８

２

７

１

６

 1 : 1
0 2.5cm

第 76表	 本調査区９　出土遺物観察表　石器

第 113図	 本調査区９出土石器（２）
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